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緒言 

 

焼畑とは，森林原野の樹木を伐採・火入れをして

耕地化した後，ヒエやアワなどの雑穀類を栽培し，

その後一定の休閑期間をおいて植生の回復を図り，

再び焼畑に利用するという自然の再循環利用が特徴

の農業である。かつて全国の多くの山村で盛んに行

われてきた。石川県内では白山麓や大日川中流域の

石川県小松市小原地区などの焼畑が知られている

（石川県白山自然保護センター,1994）。 

さて，富樫（1988）は，古くから焼畑で栽培され

た作物には昆虫の被害がほとんど認められないこと

に言及している。そのため，富樫（1988），富樫・高

（1992a,b,c），富樫ほか（1992）において，小松市

小原町地区と白山麓の焼畑で栽培された作物とそこ

に見られる昆虫類やクモ類調査及び飼育実験を行い，

焼畑における天敵昆虫の多様さによる昆虫被害の少

なさについて示唆している。 

その後，焼畑における昆虫類の報告はないようで，

2024 年に石川県白山市桑島地区で伝統文化の継承

として実施された焼畑において，特異な行動を示す

ハエ目昆虫の 1 種のツマグロキンバエ（Stomorhina 

obsoleta）が見いだされ，それらを調査する機会を得

たので，以下のとおり報告する。 

なお，本種の生態については不明な点が多い。 

調査方法 

 

2024 年 6 月 2 日，第 2 著者の八神ほか数人によ

り，石川県白山市の桑島集落から約5㎞離れた国道

157 号線沿い手取湖そばの桑島地内で実施された焼

畑（図１の黒丸地点）で調査を行った。 

 

採集記録 

 

 桑島地内焼畑で，播種前作業として火入れを行い

（写真1），火が消えた後も熱さの残る地面付近を飛

翔し，さらに地面に潜る複数のハエ目昆虫を確認し

たので採集を行った。この行動は，焼畑を行う方々

の間では，よく知られており，また掘り起こされた

地面に飛来することもしばしば観察されている。 

図１ 調査位置(国土地理院地図を加工し作成。) 
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その後，第3著者の大宮が当該個体を検し，クロ

バエ科のツマグロキンバエと同定した。 

考察 

 

富樫（1988），富樫・高（1992a,b,c），富樫ほか（1992）

の焼畑の昆虫相調査において，本種は報告されてい

ないが，これらは火入れ作業等を終え，焼畑を農地

として利用している段階での調査であり，火が消え

た直後に現れる本種の活動時期と異なることがその

要因ではないかと考えられる。 

なお，石川県内の本種の分布について，徳本・佐

伯（1998）は加賀市内から能登島の平地や山間部に

広くみられることを記録している。また，本種を含

むツマグロキンバエ属数種の幼虫が，海外ではアリ

の巣で生活する事が報告されており(Bharti et 

al.,2016;Nishijima,1967)，日本でも同様の可能性

が指摘されている(村山,2007)。 

今のところ，焼畑における本種の生態的役割は不

明であるが，従来とは異なる時期の調査により貴重

な行動を記録できたことからも継続的に時期の異な

る焼畑の昆虫相を調べることで，本種の活動時期を

含め，種々の昆虫類の知られざる生態が明らかにな

るものと思われる。 

 

Stomorhina obsoleta (Wiedemann, 1830) 

ツマグロキンバエ（写真2） 

 

 

 

 

 

 

2024年 6月 2日，石川県白山市桑島の焼畑地表付

近より第2著者の八神が体長6.5㎜の2個体のメス

を採集。標本は大阪市立自然史博物館に保管。 
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写真１ 火入れ作業後の焼畑の様子 

写真2 ツマグロキンバエ  


